
平成21年3月期 第2四半期決算短信 

平成20年11月13日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 日本通信（株） 上場取引所 大 

コード番号 9424 URL http://www.j-com.co.jp/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 三田 聖二

問合せ先責任者 （役職名） 常務取締役ＣＦＯ （氏名） 福田 尚久 TEL 03-5767-9100

四半期報告書提出予定日 平成20年11月13日

1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 2,205 ― △733 ― △746 ― △752 ―

20年3月期第2四半期 1,823 △5.6 △435 ― △470 ― △631 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 △3,295.19 ―

20年3月期第2四半期 △2,815.08 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 3,291 675 18.9 2,634.94
20年3月期 2,424 629 24.2 2,607.45

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  621百万円 20年3月期  586百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
21年3月期 ― 0.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 0.00 0.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 １．通期の業績予想につきましては、本日開示の「業績予想の修正に関するお知らせ」において、平成20年４月21日に公表しました業績予想を撤回しています。 
 ２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用 
   指針第14号）を適用しています。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しています。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  236,056株 20年3月期  224,924株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  30株 20年3月期  25株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  228,442株 20年3月期第2四半期  224,413株



定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結会計期間（以下、「当四半期」という）から、データ通信サービスの売上計上基準について、従

来の、通信端末の売上は出荷基準（販売時に一括して売上計上する方法）、通信料の売上は役務提供基準（利用期間

にわたって売上を計上する方法）とする方法から、通信端末と通信料とを区別することなく出荷基準による方法に変

更しました。ただし、通信端末の売上原価を控除して算出される売上総利益を利用期間にわたって計上するため、通

信サービス繰延利益を設定して翌朝以降に繰り延べる方法に変更しています。

　当第２四半期連結累計期間（以下、「当累計期間」という）の売上高は、前年同期比20.9％増の2,205百万円とな

りました。この売上には、売上計上基準変更にともなう第１四半期末における前受収益292百万円が含まれているも

のの、株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモのＦＯＭＡネットワークを利用した３Ｇサービスであるｂモバイル３Ｇの

販売を当四半期に開始、その結果、ｂモバイルの出荷額は、当四半期で前年同期比369.1％増の824百万円となりまし

た。

　当累計期間の営業利益は、第１四半期の営業損失270百万円あったことに加え、売上計上基準変更により634百万円

の売上総利益を第３四半期以降に繰り延べたため733百万円の損失となりました。ただし、当社が経営指標として重

視している、通信サービス繰延利益を考慮しない営業利益では、当四半期では、当社単体で97百万円の営業利益と

なっています。

　当累計期間の経常損失は746百万円、当期損失は752百万円となりました。

２．連結財政状態に関する定性的情報

（１）資産、負債および純資産の状況

当累計期間における総資産は前連結会計年度末比866百万円増の3,291百万円となりました。新株予約権行使にとも

なう新株発行や売上の増加により現金及び預金の増666百万円ほか、３Ｇ商品発売にともなう商品在庫の増163百万円

などによるものです。

　負債は社債の発行などにより前連結会計年度末比820百万円増の2,615百万円となりました。

　純資産は新株予約権行使にともなう新株発行などにより資本金が393百万円増加しましたが当期損失計上している

ことから合計では675百万円となりました。

（２）キャッシュフローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当累計期間の税金等調整前四半期純損失は749百万円でしたが、期間中に３Ｇ商品の売上代金の回収がはじまっ

たことなどから95百万円の使用となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

ネットワーク機器の更新・増強、データ通信用ソフトウェアの開発などに188百万円の資金の使用となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

銀行借入による長期借入金を133百万円約定返済いたしましたが、新株予約権の行使に伴う新株発行による調達

782百万円、社債の発行による調達400百万円などにより、1,047百万円の調達となりました。

３．連結業績予想に関する定性的情報

　　売上計上基準の変更に伴い、平成20年４月21日に公表しました業績予想を撤回しています。詳細につきましては、

本日発表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　該当事項はありません。

 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しています。また、「四半期連結財務諸表規

則」に従い四半期連結財務諸表を作成しています。
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　（売上計上基準の変更）

当社はデータ通信サービスにおける売上計上基準として、通信端末の売上は出荷基準により、通信料の売上は

役務提供基準(利用期間にわたって売上を計上する方法）により計上し、未経過利用期間に係る通信料は前受収益

に計上していましたが、当第２四半期連結会計期間より、通信時間付モバイルツールであるｂモバイルと機器組

込型通信ソリューションの通信電池については、通信端末と通信料とを区別することなく一括で出荷時に売上に

計上し、この売上高から通信端末の売上原価を控除して計算される売上総利益金額を見積利用期間にわたって計

上するために、通信サービス繰延利益額に繰り延べる方法に変更しています。

　この変更は、ドコモ３Ｇネットワークを利用した商品であり、当第２四半期連結会計期間より販売を開始した

今後の主力商品であるｂモバイル3G hoursで使用する３Ｇ通信端末の公正な市場価格を合理的に算定することが

困難であるため、すなわち商品売上額を通信端末部分と通信料部分に合理的に区分することが困難なため、行っ

たものです。これを契機に第１四半期連結累計期間以前に販売したＰＨＳネットワーク商品の売上計上方法も同

様に変更しています。

　当第２四半期連結会計期間より販売を開始した３Ｇネットワーク商品の通信端末の公正な市場価格が算定でき

ないことから、ｂモバイル商品全体の当第２四半期連結累計期間の売上高及び売上総利益に与える影響額を算定

することができませんが、ＰＨＳネットワーク商品の当第２四半期連結累計期間の売上高は、変更前の方法によっ

た場合に比べて18百万円少なく、売上総利益は0百万円多く、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失

はそれぞれ同額少なく計上されています。なお、当第２四半期連結会計期間の売上高には第１四半期連結会計期

間末における前受収益の額292百万円が含まれているとともに、通信サービス繰延利益繰入額には第１四半期連結

会計期間末における通信サービス繰延利益額の残高302百万円が含まれています。

　また、上記に記載のとおり、この変更は、当第２四半期連結会計期間より販売を開始したｂモバイル3G hours

の販売開始を契機にしたものであることから、第２四半期連結会計期間より行ったものです。

　第１四半期連結累計期間は、変更後の方法によった場合に比べて、売上高が55百万円多く計上され、売上総利

益が０百万円少なく、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失がそれぞれ同額多く計上されていま

す。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しています。
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 862,704 196,682

売掛金 308,712 356,507

有価証券 350,779 230,196

商品 303,031 139,147

貯蔵品 8,912 6,617

未収入金 64 2,199

その他 82,076 74,345

貸倒引当金 △773 △81

流動資産合計 1,915,507 1,005,616

固定資産   

有形固定資産   

建物 47,072 45,115

減価償却累計額 △19,452 △16,617

建物（純額） 27,620 28,497

車両運搬具 9,803 9,803

減価償却累計額 △7,763 △6,631

車両運搬具（純額） 2,040 3,172

工具、器具及び備品 499,266 477,064

減価償却累計額 △338,644 △305,229

工具、器具及び備品（純額） 160,621 171,834

移動端末機器 41,526 41,314

減価償却累計額 △25,286 △21,088

移動端末機器（純額） 16,240 20,225

有形固定資産合計 206,522 223,731

無形固定資産   

商標権 2,982 3,363

特許権 2,248 2,273

電話加入権 1,294 1,294

ソフトウエア 799,290 595,009

ソフトウエア仮勘定 292,184 468,709

無形固定資産合計 1,097,999 1,070,649

投資その他の資産   

投資有価証券 － 50,000

敷金及び保証金 54,353 52,933

その他 16,843 21,318

投資その他の資産合計 71,197 124,251

固定資産合計 1,375,719 1,418,633

資産合計 3,291,227 2,424,249



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 438,952 294,520

短期借入金 200,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 267,200 266,400

未払金 72,525 94,567

未払法人税等 6,200 9,342

前受収益 120 347,244

通信サービス繰延利益額 759,384 －

その他 70,933 48,431

流動負債合計 1,815,317 1,260,506

固定負債   

社債 800,000 400,000

長期借入金 － 134,000

固定負債合計 800,000 534,000

負債合計 2,615,317 1,794,506

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,672,996 2,279,780

資本剰余金 1,064,369 671,561

利益剰余金 △3,106,673 △2,337,515

自己株式 △2,217 △1,741

株主資本合計 628,474 612,085

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △4 △31,411

為替換算調整勘定 △6,555 5,740

評価・換算差額等合計 △6,559 △25,671

新株予約権 53,995 43,327

純資産合計 675,909 629,742

負債純資産合計 3,291,227 2,424,249



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 2,205,592

売上原価 1,266,714

売上総利益 938,877

通信サービス繰延利益繰入額 937,850

通信サービス繰延利益戻入額 178,466

差引売上総利益 179,492

販売費及び一般管理費 912,906

営業損失（△） △733,413

営業外収益  

受取利息 794

有価証券利息 893

為替差益 22,904

その他 899

営業外収益合計 25,491

営業外費用  

支払利息 16,157

有価証券売却損 20,356

社債発行費 806

その他 1,193

営業外費用合計 38,513

経常損失（△） △746,434

特別損失  

固定資産除却損 3,326

特別損失合計 3,326

税金等調整前四半期純損失（△） △749,761

法人税、住民税及び事業税 3,000

法人税等合計 3,000

四半期純損失（△） △752,761



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △749,761

減価償却費 159,284

受取利息及び受取配当金 △794

有価証券利息 △893

支払利息 16,157

固定資産除却損 3,757

為替差損益（△は益） △20,594

有価証券売却損益（△は益） 20,356

売上債権の増減額（△は増加） 47,663

たな卸資産の増減額（△は増加） △165,196

仕入債務の増減額（△は減少） 142,567

前受収益の増減額（△は減少） △347,128

通信サービス繰延利益額の増減額（△は減少） 759,384

未払又は未収消費税等の増減額 15,247

その他 44,767

小計 △75,179

利息及び配当金の受取額 1,687

利息の支払額 △15,728

法人税等の支払額 △6,110

営業活動によるキャッシュ・フロー △95,330

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △34,064

無形固定資産の取得による支出 △123,100

貸付けによる支出 △30,000

敷金の差入による支出 △916

投資活動によるキャッシュ・フロー △188,081

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △133,200

株式の発行による収入 782,426

社債の発行による収入 399,193

自己株式の取得による支出 △475

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,047,944

現金及び現金同等物に係る換算差額 16,608

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 781,140

現金及び現金同等物の期首残高 426,878

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

5,464

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,213,484



　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しています。また、「四半期連結財務諸表規則」に従

い四半期連結財務諸表を作成しています。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）　

当社グループは、移動体通信分野という同一セグメントに属する各種サービスを開発・運用し、顧客に販

売・提供する事業を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項はありません。　

〔所在地別セグメント情報〕

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 
日本

（千円）
米国

（千円）
計（千円）

消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高及び営業損益      

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 2,195,926 9,665 2,205,592 － 2,205,592

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 127,743 127,743 (127,743) －

計 2,195,926 137,409 2,333,336 (127,743) 2,205,592

　営業損失（△） △552,477 △182,820 △735,297 1,884 △733,413

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しています。

　２．会計処理の方法の変更

（売上計上基準の変更）

「定性的情報・財務諸表等、４．その他、(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示

方法等の変更」に記載のとおり、当社はデータ通信サービスにおける売上計上基準として、通信端末の売上

は出荷基準により、通信料の売上は役務提供基準により計上し、未経過利用期間に係る通信料は前受収益に

計上していましたが、当第２四半期連結会計期間より、通信時間付モバイルツールであるｂモバイルと機器

組込型通信ソリューションの通信電池については、通信端末と通信料とを区別することなく一括で出荷時に

売上に計上し、この売上高から通信端末の売上原価を控除して計算される売上総利益金額を見積利用期間に

わたって計上するために、通信サービス繰延利益額に繰り延べる方法に変更しています。

　この変更は、当第２四半期連結会計期間より販売を開始した今後の主力商品であるドコモ３Ｇネットワー

クを利用した商品ｂモバイル3G hoursで使用する３Ｇ通信端末の公正な市場価格を合理的に算定することが

困難であるため、すなわち商品売上額を通信端末部分と通信料部分に合理的に区分することが困難なため行っ

たものです。これを契機に第１四半期連結累計期間以前に販売したＰＨＳネットワーク商品の売上計上方法

も同様に変更しています。

　当第２四半期連結会計期間より販売を開始した３Ｇネットワーク商品の通信端末の公正な市場価格が算定

できないことから、bモバイル商品全体の当第２四半期連結累計期間の売上高及び売上総利益に与える影響額

を算定することができませんが、ＰＨＳネットワーク商品の当第２四半期連結累計期間の日本における売上

高は、変更前の方法によった場合に比べて18,346千円少なく、営業損失は72千円少なく計上されています。

また、当第２四半期連結会計期間の日本における売上高には第１四半期連結会計期間末における前受収益の

額292,017千円が含まれています。これに相応して通信サービス繰延利益繰入額302,909千円が計上されるこ

とにより、当第２四半期連結会計期間の日本における営業損失は、変更前の方法によった場合に比べて10,892

千円多く計上されています。

　また、上記に記載のとおり、この変更は当第２四半期連結会計期間より販売を開始したｂモバイル3G hours

の販売開始を契機にしたものであることから、第２四半期連結会計期間より変更を行ったものです。

　日本以外については、セグメント情報に与える影響はありません。

－ 1 －



〔海外売上高〕

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しています。　

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　当社は、平成20年８月12日付で、メリルリンチ日本証券株式会社の新株予約権行使により資金調達を行いまし

た。この結果、当第２四半期連結会計期間において資本金が377,680千円、資本準備金が377,670千円増加し、当

第２四半期連結会計期間末において資本金が2,672,996千円、資本準備金が1,064,369千円となっています。
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「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表

（１）中間連結損益計算書

前中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

区分 金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高  1,823,705 100.0

Ⅱ　売上原価  1,332,810 73.1

売上総利益  490,895 26.9

Ⅲ　販売費及び一般管理費  926,753 50.8

営業損失  △435,858 △23.9

Ⅳ　営業外収益    

１．受取利息 4,939   

２．有価証券利息 11,453   

３．その他 2,124 18,517 1.0

Ⅴ　営業外費用    

１．支払利息 11,958   

２．新株発行費償却 4,631   

３．有価証券売却損 7,835   

４．為替差損 23,032   

５．その他 5,342 52,799 2.9

経常損失  △470,140 △25.8

Ⅵ　特別利益    

１．貸倒引当金戻入額 903 903 0.1

Ⅶ　特別損失    

１．固定資産売却損 23,878   

２．固定資産除却損 41,951   

３．事業再構築一時費用 58,976   

４．その他 61,233 186,039 10.2

税金等調整前中間純損失  △655,276 △35.9

法人税、住民税及び事業税  3,010 0.2

少数株主損失  26,544 △1.5

中間純損失  △631,741 △34.6
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（２）中間連結キャッシュ・フロー計算書

前中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

区分 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・
フロー

税金等調整前中間純損失 △655,276

有形固定資産減価償却費　 70,042

無形固定資産減価償却費　 177,023

受取利息及び受取配当金 △4,939

有価証券利息 △11,453

支払利息　 11,958

固定資産除却損　 47,303

固定資産売却損　 23,878

為替差損益　 24,616

有価証券売却損　 7,835

売上債権の増減額　 82,669

棚卸資産の増減額　 △17,183

仕入債務の増減額　 △55,369

前受収益の増減額　 △69,351

貸倒引当金の増減額　 △1,194

未払費用の増減額　 △19,865

その他の増減額　 132,993

小計 △256,314

利息及び配当金の受取額　 16,103

利息の支払額　 △11,658

法人税等の支払・還付額
（△は支払額）　

△5,915

営業活動によるキャッシュ・
フロー

△257,784

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・
フロー

投資有価証券の取得による
支出　

△50,000

有形固定資産の取得による
支出

△61,080

無形固定資産の取得による
支出

△221,692

敷金の支払による支出　 △3,526

その他の増減額　 1,219

投資活動によるキャッシュ・
フロー

△335,079
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前中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

区分 金額（千円）

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・
フロー

 

短期借入金の増減額 △300,000

長期借入金の返済による支
出

△133,200

財務活動によるキャッシュ・
フロー

△433,200

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換
算差額

△7,819

Ⅴ　現金及び現金同等物の増加額 △1,033,883

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残
高

1,609,756

Ⅶ　現金及び現金同等物の中間期
末残高

575,873

（３）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

前中間連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）

当社グループは、移動体通信分野という同一セグメントに属する各種サービスを開発・運用し、顧客に販売・

提供する事業を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。

〔所在地別セグメント情報〕

前中間連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）

日本
（千円）

米国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 1,816,879 6,825 1,823,705 － 1,823,705

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 144,642 144,642 (△144,642) －

計 1,816,879 151,468 1,968,347 (△144,642) 1,823,705

営業費用 1,912,483 487,618 2,400,102 (△140,538) 2,259,563

営業損失 △95,603 △336,150 △431,754 (△4,104) △435,858

　（注）国又は地域は、地理的接近度により区分しています。

〔海外売上高〕

前中間連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）

前中間連結会計期間において、海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略

しています。
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